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令和１３年度を目途に、第三ひもんや保育園跡地にこども総合相談センター（仮）

碑文谷保健センター跡地に児童相談所及び一時保護所の整備に向けて。

鷹番保育園跡に・こども家庭センター等

目黒区の児童相談所も視野に入れたサテライトオフィスも。

ウラ、統合新校設名など

目黒区は、子どもの権利を尊重し、子育ち子育

てが安全・安心にできるまちを目指して、令和４

年１２月に「総合的な子ども家庭支援体制の構築

と環境整備」の考え方を示しました。

具体的には令和１３年度を目途に、第三ひもん

や保育園跡地に子育て、保健、障害、教育などの

こども総合相談センター（仮）、碑文谷保健セン

ター跡地に児童相談所及び一時保護所の整備に取

り組むとしています。（支援拠点整備）

区は、支援拠点整備のための第一段階として、

令和５年度末に閉園する区立鷹番保育園を暫定活

用して、令和７年４月にこども家庭センターの設

置、東京都児童相談所サテライトオフィスの誘致

をしていきます。

こども家庭センターの役割は、子育て総合相談、

子ども家庭支援（養育支援、児童虐待対応）、子

育てふれあいひろば（子どもの遊び場、育児の悩

み相談）、子育て支援サービス（家事育児支援ヘ

ルパー、産後ドゥーラなど）母子保健事業の一部

となります。また、児相のサテライトオフィスも

この場所になります。

公立保育園の廃止で
保育の質が守られるのか懸念
こどもの支援の拠点が整備されることには賛成

できますが、いずれにしても公立保育園を廃止し、

民営化していくことで拠点を整備します。このや

り方には反対です。８０以上ある私立認可園の一

部で補助金不正受給などが大きな問題になってい

ます。公立保育園はたったの１０園とはいわず、

しっかりと存続、増やし、目黒区の保育の質を守

らなければいけません。

こども家庭センターと
子ども家庭支援センター

第三回定例会・共産党の態度
補正予算は「賛成」

昨年度の決算の認定は「反対」

加齢性難聴への補聴器購入費助成や、子育て

世帯への支援として、１０月からの学校給食費

が無償化される内容も盛り込まれた補正予算は

賛成をしました。しかし、昨年度の決算におい

ては、決算の剰余金が８０億円以上となり、物

価上昇に疲弊する区民への支援も不十分です。

保育園の弾力運用での室の低下、不正受給も起

こる中、学童保育の民営化、区民センター建替

えや目黒美術館解体など問題は山積みです。



なんでも相談お越しください

住所：洗足１－１２－１６ 山田荘１０２号 （右地図）

１１月 ７・２１・２８（火）午後７時～

※無料法律相談は対面相談のみ

１１月１４日 午後７時～ ※予約不要

※区議団の弁護士無料法律相談 ※要予約

１１月１６日（木） 午後２時～

目黒区総合庁舎５階 日本共産党控室 予約は芋川まで

令和７年４月に南部・西部地区の区立中学校が統合されるとし、新校の校名について

公募を行い、三次選定ののち、教育委員会が下記の通り校名を決定しました。

今後は１１月下旬から行われる第四回定例会にて、新校の設置条例案が提案されてい

く予定です。この条例案が区議会で可決した場合、計画の通りまずは、七中と八中に新

校として設置され生徒が通うことになります。令和９年度に、九中と十一中に新校舎を

建設し、生徒は移るということになります。区民の方からは中学校の跡地についてどう

なるのかという声も多い中、まずは各小学校の建て替え計画のなかで、仮校舎として活

用されるなどとされています。

※１１・１２月の議会にて新校の設置条例が提案される予定のため、まだ決定ではありません。


